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皆
さ
ん
は
、
自
分
の
想
い
や
喜
怒
哀
楽
な
ど
の
感
情
を
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
表
現
し
ま
す
か
。

　

言
葉
で
・
・
・
顔
の
表
情
や
身
体
全
体
を
使
っ
て
・
・
・
絵
や
文
字
で
・
・
・
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
メ
ー
ル
や
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
・
・
・
な

ど
、
様
々
な
方
法
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

『
言
葉
を
持
つ
動
物
は
い
る
け
れ
ど
、
文
字
を
持
つ
動
物
は
人
間
し
か
い
な
い
』
と
い
う
こ
と
を
、
以
前
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
初
は
、
自
分
の
要
求
を
泣
く
と
い
う
方
法
で
し
か
表
現
出
来
な
い
赤
ち
ゃ
ん
も
、
次
第
に
言
葉
を
覚
え
る
と
「
嬉
し
い
」
や
「
嫌
だ
」
と
い
う

自
分
の
感
情
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
描
く
と
い
う
方
法
を
身
に
つ
け
て
く
る
幼
児
に
な
る
と
、
絵
や
形
で
表
し
ま
す
。

そ
し
て
、
次
第
に
文
字
に
興
味
を
持
っ
て
く
る
と
、
断
片
的
な
文
字
を
駆
使
し
て
自
分
の
意
思
や
気
持
ち
を
伝
え
ま
す
。
そ
の
後
、
自
分
の
考
え
や

想
い
に
つ
い
て
、
文
で
書
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
私
た
ち
が
自
分
の
想
い
を
相
手
に
伝
え
る
と
い
う
所
作
は
、
一
つ
一
つ

の
成
長
を
伴
っ
て
完
成
し
て
い
く
と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
が
家
の
孫
達
も
こ
の
よ
う
な
過
程
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
些
細
な
絵
や
メ
モ
、
そ
し
て
手
紙
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
可
愛
い
お
菓
子
の
空
箱
に
入
れ
て
お
り
、
私
に
と
っ
て
の
宝
箱
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
発
刊
さ
れ
る
【
文
芸
さ
ん
む
】
も
、
一
冊
の
中
に
多
く
の
方
々
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
い
つ
も
楽
し
み
に
拝
読
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
か
つ
て
ご
指
導
を
頂
い
た
先
輩
方
や
ご
近
所
の
馴
染
み
の
あ
る
方
々
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
想
い
が
、
ご
自
分
の
言
葉

と
文
章
で
表
現
さ
れ
た
作
品
に
触
れ
る
度
に
感
動
し
、
私
に
と
っ
て
は
学
ば
せ
て
頂
く
こ
と
の
多
い
、
も
う
一
つ
の
宝
箱
で
す
。

　

結
び
に
、
今
年
の
第
十
六
号
の
発
刊
に
あ
た
り
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
改
め
て
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

【
文
芸
さ
ん
む
】
が
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
発
刊
さ
れ
つ
づ
け
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

山
武
市
社
会
教
育
委
員
長

北　

田　

玲　

子

第
十
六
号
の
発
刊
に
寄
せ
て
　
「
私
に
と
っ
て
の
宝
箱
・
・
・
」

お
も

・・

・・・

・・

・・



　
第
十
六
号
の
発
刊
に
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
武
市
社
会
教
育
委
員
長　

北
田　

玲
子

追
憶
…
…
…
…
…
…
…
…
横
浜
市（
元
山
武
市
民
）
朝
見　

文
江　

７

邂
逅
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
借
毛
本
郷　

秋
庭　

幸
子　

７

ほ
と
と
ぎ
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀　

川
島　
　

隆　

７

卒
業
で
す
と
…
…
…
…
…
…
…
市
原
市（
元
富
口
）
村
上　

久
江　

７

ウ
ガ
ン
ダ
の
人
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小　

松　

斉
藤　

利
治　

８

私
の
短
歌
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高　

富　

吉
村　

孝
子　

８

豊
作
み
か
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木　

原　

伊
藤
み
や
子　

８

下
総
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
向
台　

立
川
目
陽
子　

８

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
に
て

　
　
　
　
　
　

…
…
大
網
白
里
市（
成
東
短
歌
会
）
深
川　

義
弘　

９

「
し
ん
せ
い
」
の
香
り
…
…
…
…
…
…
成　

東　

髙
浦
な
み
子　

９

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本　

柏　

竹
之
内
幸
子　

９

公
孫
樹
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀　

今
関　

恵
子　

９

後
期
高
齢
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
白　

幡　

渡
辺　

幸
子　

１０

お
ぼ
ろ
月
…
…
…
…
…
…
…
沖
渡（
沖
渡
短
歌
会
）
富
谷　

治
代　

１０

わ
れ
も
こ
う
…
…
…
…
…
…
沖
渡（
沖
渡
短
歌
会
）
富
谷
ひ
ろ
み　

１０

自
然
…
…
…
…
…
…
…
…
日
向
台（
沖
渡
短
歌
会
）
須
賀　

華
子　

１０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
…
…
…
…
日
向
台（
沖
渡
短
歌
会
）　

コ
ス
モ
ス　

１１

あ
り
が
た
き
か
な
…
…
…
東
金
市（
沖
渡
短
歌
会
）
釜
石　

文
男　

１１

冬
の
海
…
…
…
…
…
…
…
東
金
市（
沖
渡
短
歌
会
）　
　
　

雄
泉　

１１

「
旅
」
の
う
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
成　

東　

渡
辺
美
佐
夫　

１１

鬼
の
パ
ン
ツ
…
…
…
…
…
…
佐
倉
市（
市
内
在
勤
）
稗
田　

寿
明　

１５

さ
ん
む
潮
騒
は
る
か
に
…
…
…
…
…
…
下
之
郷　

平
澤
千
恵
子　

１５

花
ミ
モ
ザ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大　

堤　

藤
代
百
合
子　

１５

祭
笛
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀　

川
島　
　

隆　

１５

西
瓜
の
花
…
…
…
九
十
九
里
町
（
か
ず
さ
俳
句
会
）
石
橋　

利
子　

１６

日
輪
草
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
蓮　

沼　

石
橋
ゆ
り
子　

１６

西
行
花
行
脚
…
…
埴
谷
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
大
掛　

史
子　

１６

四
季
を
称
ふ

　
　
　

…
…
横
芝
光
町
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
鵜
澤　

正
信　

１６

下
町
散
歩
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
本
堂　

良
衣　

１７

空
き
家
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
神
保
ミ
ツ
エ　

１７

春
の
宵
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
能
勢　

五
月　

１７

八
月
や
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
山
田
由
紀
子　

１７

ま
ろ
き
乳
房
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
戸
村
真
理
子　

１８

冬
銀
河
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
﨑
谷　

弘
子　

１８

大
花
野
…
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
浅
野　

重
子　

１８

五
山
の
火
…
…
八
街
市
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
藤
巻　

佳
子　

１８

令
和
の
夏
…
…
…
…
横
芝
光
町
（
か
ず
さ
俳
句
会
）
向
後　
　

寛　

１９

日
傘
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小　

松　

斉
藤　

利
治　

１９

私
の
俳
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高　

富　

吉
村　

孝
子　

１９

初
蜻
蛉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木　

原　

伊
藤
み
や
子　

１９

目
　
次

【
俳
　
句
】

【
短
　
歌
】



夏
座
敷
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

石
橋
八
重
子　

２０

心
静
か
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

遠
藤
三
千
代　

２０

待
ち
な
が
ら
…
…
…
…
…
東
金
市（
山
武
俳
句
会
）
木
村　

一
夫　

２０

大
猛
暑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
富　

田　

相
葉　

正
子　

２０

植
田
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀　

今
関　

紫
苑　

２１

雑
感
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
津　

辺　

神　
　

蘭
光　

２５

パ
リ
五
輪
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本
須
賀　

川
島　
　

隆　

２５

私
の
川
柳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高　

富　

吉
村　

孝
子　

２５

酷
暑
に
物
価
高
…
…
…
…
…
…
…
…
…
津　

辺　

相
葉　

和
子　

２５

世
相
二
〇
二
四
・
盛
夏
…
…
…
…
…
…
五
反
田　

竹
内　

克
隆　

２６

平
和
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

遠
藤
三
千
代　

２６

暑
い
ね
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
本　

柏　

竹
之
内
幸
子　

２６

よ
し
な
し
ご
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
借
毛
本
郷　
　
　
　
　

栄　

２６

デ
ジ
タ
ル
タ
ト
ゥ
ー
の
扉
…
東
京
都（
元
井
之
内
）
山
下　

佳
恵　

２９

い
ず
れ
ツ
バ
メ
か
カ
キ
ツ
バ
タ

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
東
京
都（
元
井
之
内
）
山
下　

佳
恵　

３０

心
し
て
歩
め
よ
…
…
…
…
…
…
市
原
市（
元
富
口
）
村
上　

久
江　

３１

今
日　

わ
た
し
は
…
…
…
…
…
市
原
市（
元
富
口
）
村
上　

久
江　

３２

私
の
小
さ
な
旅
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

佐
藤
美
保
子　

３３

春
よ
こ
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

遠
藤
三
千
代　

３４

太
陽
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

遠
藤
三
千
代　

３５

空
お
ぼ
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
埴　

谷　

大
掛　

史
子　

３６

寅
さ
ん
は
俳
人
だ
っ
た
…
…
…
…
…
…
埴　

谷　

大
掛　

史
子　

３７

郷
土
・
山
武（
玉
の
浦
）の
源
流
を
辿
る（
そ
の
２
）

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
成　

東　

金
田　

弘
之　

４１

芭
蕉
と
重
な
る
加
賀
乙
彦
氏
の
詩
魂

　
　
　

―
加
賀
乙
彦
著
『
わ
た
し
の
芭
蕉
』

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
埴　

谷　

大
掛　

史
子　

４６

青
木
周
蔵
と
そ
の
妻
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
千
葉
市（
元
下
布
田
）
田
野　

圭
子　

４９

歴
史
に
埋
れ
た
訳
は
？
…
…
…
…
…
…
富　

田　

大
高　

栄
一　

５３

牧
野
富
太
郎
先
生
が
成
東
高
校
に
来
た
時
の
こ
と

　
　

〜
高
校
生
だ
っ
た
父
の
思
い
出
ば
な
し
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
佐
倉
市（
市
内
在
勤
）
大
石　

由
香　

５９

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
樹
…
…
…
…
…
…
…
殿　

台　

渡
辺
な
る
み　

６１

丹
波
篠
山
の
〝
村
上
さ
ん
〞
…
…
…
…
成　

東　

髙
浦
な
み
子　

６３

変
人
の
世
界
は
楽
し
…
…
…
…
…
…
…
五
反
田　

竹
内　

克
隆　

６６

ヒ
オ
ウ
ギ
と
出
会
う
…
…
…
…
…
…
…
姫　

島　

鵜
澤
美
知
子　

７０

明
る
い
将
来
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
津　

辺　

神　
　

蘭
光　

７４

野
口
雨
情
を
巡
る
青
春
群
像
…
越
鳥
胡
馬
…
…

　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

髙
柳　

正
彦　

７５

「
鎌
原
観
音
堂
」
へ
…
…
…
…
…
…
…
成　

東　

渡
辺
美
佐
夫　

７８

思
う
こ
と
願
う
こ
と
…
…
…
…
…
…
…　
森　
　

佐
藤
美
保
子　

８１

【
詩
】

【
エ
ッ
セ
イ
】

【
評
　
論
】

【
川
　
柳
】



俳
句
と
生
き
る

　
　
　
…
…
横
芝
光
町
（
さ
ん
ぶ
の
森
吟
行
俳
句
会
）
鵜
澤
　
正
信
　
８３

電
動
ア
シ
ス
ト
で
自
転
車
散
歩
…
…
…
五
反
田
　
萩
原
　
正
道
　
８５

ま
だ
ま
だ
励
め
と
…
…
…
…
…
市
原
市（
元
富
口
）
村
上
　
久
江
　
８７

方
向
音
痴
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
　
松
　
斉
藤
　
利
治
　
８９

帰
省
中
…
…
…
…
…
…
…
…
名
古
屋
市（
元
成
東
）
ボ
ン
ベ
ル
タ
田
中
　
９３

う
た
か
た
の
戀
…
…
…
…
東
金
市（
元
市
内
在
勤
）
木
村
　
一
夫
　
９９

故
郷
の
山
河
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
木
　
原
　
佐
瀬
　
　
智
　
１０５

ペ
リ
ー
来
航
と
広
重
…
…
…
…
…
…
…
殿
　
台
　
吉
田
　
満
春
　
１１５

文
芸
さ
ん
む
と
は
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　１２５

編
集
後
記

　
　

【
短
編
小
説
】




